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＜富山＞「砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社との 

包括連携協定」の締結について 
 

砺 波 市 

北 陸 電 力 株 式 会 社 

北陸電力送配電株式会社 

 

 

砺波市（市長 夏野修）と北陸電力株式会社（理事高岡支店長 牧野正広）及び北陸電力  

送配電株式会社（執行役員富山支社長 竹内要一）は、本日、「包括連携協定」を締結いたし

ました。 

本協定は、砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社が相互連携と協働に  

よる活動を推進し、砺波市の目指す将来像の実現及び地域の発展、市民サービスの向上に寄与

することを目的に締結するものです。 

 

【連携事項】 

１．環境・エネルギーに関すること 

２．災害対策に関すること 

３．地域の安全・安心に関すること 

４．その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関すること 

 

今後は、連携事項に基づき、再生可能エネルギーの活用やＥＶ利活用拡大の検討など様々な

施策で相互の緊密な連携と協力を図り、地域社会の持続的な発展と市民サービスの向上を  

目指してまいります。 

 

（別紙１）砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社との包括連携協定の締結

内容（概要） 

（別紙２）砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社との包括連携協定書 

 

 

【お問い合わせ】                    

砺波市 ：企画総務部企画政策課（電話）0763-33-1145 

北陸電力：高岡支店総務担当  （電話）0766-22-2027 



砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社との
包括連携協定の締結内容（ 概要）

2 0 2 ３ 年 ３ 月 1 0 日
砺 波 市
北 陸 電 力 株 式 会 社
北陸電力送配電株式会社

砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社は「包括連携協定」に
基づき、砺波市の目指す将来像の実現及び地域の発展、市民サービスの向上を目的
として、以下４ 点の連携及び協力事項に取り組んでまいります。

１ ． 環境・エネルギーに関すること

２ ． 災害対策に関すること
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4 ． その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関すること

■災害時における連携

迅速な復旧作業の実施（ 道路啓開など）

■日常生活の安全・安心

クマの自動検出・
通報システム（ AI ） の
実証試験

災害拠点候補地における
公園駐車場の外灯清掃

チューリップ公園「KIRAKIRA
ミッション」装飾ボランティアの協力

■災害発生に備えた連携

■市民サービスの向上

3 ． 地域の安全・安心に関すること

■日常生活の安全・安心

■知的・人的資源を有効に活用した公共施設等の整備

チューリップ公園南門整備における脱炭素化へ向けての活用

防災訓練への参加

本庁舎整備における脱炭素化へ向けての活用

※北陸電力はカーボンニュートラルに向けて推進しています。



 

砺波市と北陸電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社との包括連携協定書 

 

 

砺波市（以下「甲」という。）と北陸電力株式会社（以下「乙」という。）及び北陸

電力送配電株式会社 （以下「丙」といい、甲・乙・丙をあわせて以下「３者」という。）

は、相互に連携・協力することに合意し、以下のとおり包括連携協定（以下「本協定」

という。）を締結する。 

 

（目 的） 

第１条 本協定は、３者がそれぞれ保有する知的・人的資源を有効に活用し、相互連携

と協働による活動を推進し、砺波市の目指す将来像の実現及び地域の発展、市民サー

ビスの向上に寄与することを目的とする。 

 

（連携事項等） 

第２条 ３者が相互に連携及び協力を行う事項は、次のとおりとする。 

（１）環境・エネルギーに関すること 

（２）災害対策に関すること 

（３）地域の安全・安心に関すること 

（４）その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関すること 

２ 前号各号に定める事項を効果的に推進するため、３者は定期的に協議を行うものと

し、具体的な取組み内容は協議の上、決定するものとする。 

 

（確認書等の締結） 

第３条 本協定各条に定める３者の役割については、必要に応じて別に確認書等により

定めるものとする。 

 

（守秘義務） 

第４条 ３者は、第２条の連携及び協力に基づく活動において知り得た相手方の秘密情

報について、事前に相手方の書面による承諾を得ずに第三者に開示し、もしくは漏洩

し、又は本協定の目的外に利用してはならない。 

２ ３者は、本協定が理由の如何を問わず終了した後も、前項に定める秘密保持の責務

を負うものとする。 

 

（協定の見直し） 

第５条 ３者のいずれかが、協定内容の変更を申し出たときは、その都度協議の上、必

要な変更を行うものとする。 

 

（有効期間） 

第６条 本協定の有効期間は、協定締結の日から１年間とする。ただし、有効期間満了

の１か月前までに、３者のいずれかが書面をもって協定終了の意思表示をしないとき

は、満了日の翌日から起算して１年間継続するものとし、その後も同様とする。 

 

 

 

（反社会的勢力への対応に関する特則） 

第７条 ３者は、反社会的勢力（暴行、傷害、脅迫、恐喝、威圧等の暴力的行為又は詐

欺的手法を用いて経済的利益を追求する集団又は個人などを含む。）と関係を持たな

いことを表明し保証する。 

２ ３者は、相手方に対して、次の各号のいずれかに該当する行為を行ってはならない。 

（１）脅迫的、暴力的又は法的な責任を超えた要求 

（２）風説を流布し、偽計を用い、又は威力を用いた信用毀損又は業務妨害 

（３）その他前各号に類似するいかなる行為 

３ ３者は、相手方が前項各号のいずれかの行為を行った場合、当該相手方に対して何

らかの通知をすることなく本協定を解除することができる。 

 

（疑義の決定） 

第８条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関して疑義等が生じたと

きは、３者が誠意を持って協議の上、決定するものとする。 

 

本協定の成立を証するため、本書３通を作成し、代表者の署名のうえ、各自その１通

を所持する。 

 

 

令和５年３月１０日 

 

 

甲  砺波市栄町７番３号 

 

砺波市長       夏 野   修（自書） 

 

 

 

乙  富山県高岡市広小路７番１５号 

   北陸電力株式会社 

理事高岡支店長    牧 野 正 広（自書） 

 

 

 

丙  富山県富山市牛島町１３番１５号 

   北陸電力送配電株式会社 

執行役員富山支社長  竹 内 要 一（自書） 

別紙２ 


